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2022 年 3 月 25 日 

 

十六フィナンシャルグループが各種支援を行った「飛騨高山蒸留所」 

設立に向けたクラウドファンディングが始まりました 

 

株式会社十六銀行（頭取 石黒 明秀）、株式会社十六総合研究所（社長 秋葉 和人）は、有限会社

舩坂酒造店（岐阜県高山市）が計画する、過疎により廃校となった小学校を岐阜県初のウイスキー専門蒸

留所「飛騨高山蒸留所」として再生させるプロジェクトをこれまで支援してきました。この度、設立に向

けたクラウドファンディングが 3 月 25 日（金）より開始されることとなりましたので、お知らせいたし

ます。 

 

■プロジェクト概要 

過疎により廃校となった小学校（高山市高根町・旧高根小学校）を岐阜県初のウイスキー専門蒸留所

「飛騨高山蒸溜所」として再生し、もう一度、笑顔あふれる空間によみがえらせることに挑戦するプロジ

ェクトです。 

将来的には製造だけでなく、過去に小学校として多くの子どもたちが「学び」と「笑顔」をこの地で育

んできたように、学校ならではの空間を活用して、ウイスキーセミナーやウイスキー製造見学、ブレンド

体験、グランドキャンプなど、地域はもとより世界中の方々に多くの「学び」と「笑顔」をこの地から発

信できる蒸溜所へと再生する構想です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■十六フィナンシャルグループの役割 

高山市は人口減少が全国平均と比べて早く進行している地域であり、特に高根地域（旧高根村）は 2005

年の市町村合併以降、人口減少が著しく、2021 年の人口は 291 人と合併前に比べ約 56.2%減少しました。 

こうした地域課題に対して、2017 年よりシンクタンク部門を担う株式会社十六総合研究所の研究員１

名が飛騨地方に常駐し、同地方の産業経済や地域課題の調査研究を行っています。また、主任研究員が
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「高山市経済政策アドバイザー」の委嘱を受け、地域のより良い経済循環を構築すべく、行政と民間をつ

なぐサポート、地域の課題解決に向けた提案を行っています。 

本事業は、地域の過疎化により約 15 年前に廃校となった旧高根小学校を活用します。ウイスキー工場

の建設は廃校利用のいわば切り札として、また、高根地域への興味が高まり関係人口等が増えることで、

地域のプライド形成や近隣での新たな事業の創出（起業）が期待できると考えています。 

加えて、資金調達面でも十六銀行高山支店が SDGs 私募債を活用した支援を実施し、発行手数料の一

部を高根地域の子どもが通う朝日小・中学校などに寄付する予定となっています。 

以上のように、当グループが一丸となって本事業をサポートしていく方針です。 

 

■リターン品（一例） 

＜飛騨高山ニューポット 200ml×２種 ウイスキー酵母、エール＋ウイスキー酵母＞ 

 

ニューポットとは、蒸溜したてのウイスキー原液のことです。熟成した琥珀色のウイスキーとは異なり

無色透明で、香りや味は荒々しいものの、未来のウイスキーを想像しながら楽しむことができます。 

 

＜飛騨高山蒸溜所シングルモルト 一口樽オーナー＞ 

 

飛騨高山蒸溜所で造る初年度のウイスキー。その貴重な一樽を 150 名様でオーナーになっていただく

制度で、ボトリング後にシングルカスクのシングルモルト 1 本（700ml）をお届けします。ボトリング時

期は蒸溜所でテイスティングを行いながら判断しますので、お届けの時期は樽詰後 3～5 年後となる予定
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です。まずはグラスとともにオーナー認定証を先んじてリターンとしてお送りし、製品は実際に完成した

段階でお送りします。 

 

■クラウドファンディングの概要はこちら 

飛騨高山の廃校をウイスキー蒸溜所へ、学びと笑顔あふれる場所に 

https://www.makuake.com/project/whisky-hida/ 
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